２　警察
（１）　警察制度

明治時代の警察制
　警察の歴史は、江戸時代の与力・同心・目明し、おかっぴきの制度から、明治４年になって西郷が参議にな
度
り、その腹心として東京にきた薩摩藩の川路利良を中心にして、ポリスという邏卒３,０００人がおかれたことから始まる。さらに西郷、川路は薩人をどんどん採用したため、邏卒の中心は薩藩に占められていた。しかし江藤新平が司法郷となってから、士族的、軍政的な警察形成をきらって邏卒の性格を「司法職務定制」に定め、地方邏卒は「罪犯を探索捕亡する」という受動的司法警察として位置づけるようにした。しかし西郷・江藤ともに征韓論争が起こって政府を去り、西郷に代わった大久保と欧州に派遣されて帰った川路利良により、前述のような受動的な司法警察から能動的な国家警察への転回をはかり、その基礎がつくり上げられた。すなわち「一国は一家なり、政府は父母なり、人民は子なり、警察は其のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほふ),保傅)なり」として警察は頑愚の民より一段と優越する警察官意識をかきたててゆき、この大綱は戦後の民主警察の切変わる時代まで続いていった。（日本歴史の近代の警察より）

　中央における警察制度は転々とその姿を変えながら充実されていったが、地方における警察力や制度はどうなって行ったか資料がないのでよくわからない。しかし鳥取市においては明治６年以前から邏卒の屯所が設け

明治６年の警察邏
られていた。これを裏付ける資料に、明治６年５月１０日米子新聞第２号の記事として「サンケイ新聞とっと
卒の動態をあらわ
り１００年史」に掲載されている次の記事がある。この掲載記事によって鳥取市に屯所のあったことや、当時

した新聞記事
の邏卒の動態がよくわかるので蛇足かも知れないが参考として転記しておく。

　　「鳥取鹿奴街道筋、川端４丁目、商人、矢部伝吉の店にある“煮こきイモ”を盗んだ賊あり。店の者ただ

　ちにそのあとを追うに、袋川土手筋を鋳物師橋の方へ逃げゆけり。右橋筋に邏卒屯所あるを以て賊道を失い、

　みずから袋川に投じたり。追いかけし者屯所へ声をかけ「賊あり捕えたまえ」と呼んだところ、邏卒「いず

　この者なりや」と問い「某地の何屋」と答えしに「屋号ではわからぬ。苗字を言え」と問う。すなわち「矢


　部某が家なり」と答う。邏卒また問う「何番地なりや」と。この数回の問答の間に賊はさっさと逃げ去りし


　由」

　中央における警察制度の充実に伴なって、各府県に置かれていた警察出張所、屯所は明治１０年に警察署、警察分署とよばれるようになり、末端の駐在所、派出所は明治２１年以降整備されていった。こうして帝国警察に政府は中央集権的操作に裏打ちされつゝ順次整備されてゆき、昭和２０年の終戦を迎えたのである。

戦後の警察制度と
　戦後における警察は、占領軍の意図した完全な民主警察と、旧内務省の考えていた中央集権的な性格を維持
して発足した自治
できる警察を設置しようとする折衝が繰り返され、ようやく昭和２２年１２月に警察法が成立し、２３年３月
体警察
施行されたが、この警察法の施行によって、民主的な国家警察と自治体警察の２本建の警察が生まれたわけであるが、この自治体警察は、市と人口５,０００人以上の町村に設置される仕組みとなって新憲法の精神によって地方自治の秩序と、個人の権利と自由を保持することを目的とした。鳥取県では、鳥取、米子両市と倉吉、境、若狭の各町に設置され、その他の地域は国家地方警察の管轄となって岩井、東郷、八頭、宝木、中部、八橋、溝口、黒坂の９警察署が設けられた。しかしこの自治体警察に必要な費用はほとんど自治体の負担となり、これを維持するためには相当な経費の負担を招き、他の行政費に圧迫をきたす結果となり、全国的に警察法の手なおしの声が高くなった。その手なおしの段階は、昭和２６年の「町村の自治体警察返上の途を開き返上の
自治体警察の廃止
場合は自治体警察官を国家警察官の定員外として受け入れる」ことにし、これによって住民投票で自治体警察の廃止ができるようになり、２６年に若狭、境両署が、２７年には倉吉署も廃止されるに至った。さらに昭和２９年４月新警察法の制定によって「自治体警察と国家警察の２本立を廃止し、警察を都道府県警察に一本化する」こととなって現行の警察制度が確立し、２９年７月１日より鳥取県警察となって発足した。

　以上は日本の警察制度変せんの大要を述べたものであるが、この地方における警察制度はどうなっていたかにつき、諸資料から探ってみる。
